「女性先端科学者セミナーⅠ」報告書
情報科学専攻　M2　近藤沙綾子
日時：2010年8月2日(月)10:40〜12:10
場所：奈良女子大学大学院棟会議室F506
講師：齋藤尚子氏(千葉大学環境リモートセンシング研究センター　助教)
講演題目：人工衛星から地球を診る
参加者数：
概要・感想：
　齋藤さんは、最新の温室効果気体観測衛星であるGOSAT衛星（いぶき）から、二酸化炭素やメタンの濃度を観測する研究を行っておられます。今回の講演では、温室効果気体である二酸化炭素を中心に、人工衛星に搭載されたセンサーから、リモートセンシング観測を行う方法について講演して頂きました。リモートセンシングで二酸化炭素を観測する手法の難しさと、最新の観測状況などの説明がありました。人工衛星で観測されるものは光のスペクトルであり、そこから気体濃度を導出することの難しさを理解することが出来ました。齋藤さんは、GOSAT衛星の熱赤外バンドから二酸化炭素濃度を導出する担当者として、プロジェクトの中心を担っておられることに感銘を受けました。

　最後に斎藤さんから、私達に対してメッセージを頂きました。現在、女性研究者を取り巻く環境は整いつつあり、各種の制度も設けられていますが、まだその制度は十分活用されるまでに到っていません。齋藤さん達の世代の果たす役割は、「制度を利用し“前例”を増やして、”当たり前のこと” にする」ことだというお話がありました。これは私たち後輩にとって、とても心強い言葉でした。最後に、「細々とでも続けること」というメッセージは、働く女性として最も大切な心得のように感じました。

